
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

戸
沢

上
桧
木
内

左
通

羽
後
中
里

松
葉

羽
後
長
戸
呂

田
沢
湖

田
沢
湖

八
津

刺
巻

神
代

生
田

角
館

秋
田
新
幹
線
・
田
沢
湖
線

西
明
寺

羽
後
太
田

大
仙
市

岩
手
県

鹿
角
市

北
秋
田
市

秋
田
市

宝
仙
湖玉

川
ダ
ム

秋
扇
湖鎧

畑
ダ
ム

秋
田
駒
ケ
岳

抱
返
り
渓
谷

た
つ
こ
像

御
座
石
神
社

　

２
月
23
日
、
仙
北
市
中
生
保
内
農
村
運
動

広
場
で
「
雪
あ
そ
び
」
が
行
わ
れ
、
地
域
の

老
若
男
女
が
集
ま
り
、
世
代
を
超
え
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

雪
寄
せ
な
ど
大
変
な
思
い
を
す
る
雪
を
地

域
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
と

有
志
が
企
画
。
数
日
前
か
ら
地
域
を
上
げ
て

準
備
さ
れ
た
会
場
に
は
、
か
ま
く
ら
や
大
き

な
滑
り
台
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
そ

り
滑
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
会
館
で
は
つ
き
た
て
の
お
餅
が

振
る
ま
わ
れ
た
ほ
か
、
夕
暮
れ
に
は
ミ
ニ
か

ま
く
ら
に
火
が
灯
さ
れ
る
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
１
日
に
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

田沢湖地区

232/

　

３
月
８
日
、
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で

地
域
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教
室
『
ん
み
ゃ

も
の
伝
承
教
室
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
『
お
こ
わ
』
と
『
オ

レ
ン
ジ
ム
ー
ス
』。
参
加
者
は
講
師
の
千
田
ミ

ワ
さ
ん
（
田
沢
湖
田
沢
）
か
ら
お
い
し
く
作

る
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
、
手
際
よ
く
調
理

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

料
理
が
出
来
上
が

る
と
そ
の
場
で
試
食

し
、「
ん
み
ゃ
ご
ど
」

「
ん
み
ゃ
な
ぁ
」
と
舌

鼓
。
部
屋
中
に
笑
顔

が
溢
れ
ま
し
た
。

ん
み
ゃ
も
の
伝
承
教
室

賑
や
か
に
『
ん
み
ゃ
も
の
』作
り

田沢湖地区

83/

今回の表紙

topics

できたての
おこわ。絶品
です。

　

２
月
14
日
に
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県

大
会
が
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
開

催
さ
れ
、
県
内
の
消
防
職
員
12
人
が
仕
事
を

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
や
救
急
・
消
防
活
動
改

善
に
向
け
た
提
案
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
、「
真
・
救
急
車
適
正
利
用

の
す
す
め
」
と
題
し
、
本
来
緊
急
性
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
慣
れ
な
い
通
報
に
た
め
ら

い
、
タ
ク
シ
ー
や
家
族
の
運
転
で
病
院
に
向

か
う
と
い
っ
た
実
体
験
を
元
に
、
そ
の
対
応

方
法
に
つ
い
て
発
表
し
た
、
西
木
分
署
の
消

防
士　

阿
部
和
範
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
４
月
に
盛
岡
で
行
わ
れ
る
東
北

大
会
に
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
阿
部

さ
ん
は
、
20
日
、
市
役
所
に
受
賞
報
告
に
訪

れ
「
北
九
州
（
全
国
大
会
会
場
）

に
行
け
る
よ
う
に
東
北
大
会
で
精

一
杯
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

第
36
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

阿
部
和
範
さ
ん
（
西
木
町
桧
木
内
）が
最
優
秀
賞

仙北市

142/

▲阿部さん（右の写真右
から２人目）が提案する

「真・救急車適正利用カー
ド」。カードにある症状の
場合、ためらわず１１９
番に連絡するよう記され
ています。

訂正とお詫び

広報せんぼく２月１日号の 7 ページ「第８回仙北市書初大会」の大会成
績に誤りがありました。下記のとおり訂正してお詫びいたします。

（誤）高橋匠一（生保内小 4 年）　→　（正）高橋匠一（中川小 4 年）

　

任
期
満
了
に
伴
う
仙
北
市
生
保
内
財
産
区

管
理
会
委
員
一
般
選
挙
が
２
月
26
日
に
告
示

さ
れ
、
３
月
３
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

立
候
補
の
届
出
を
し
た
候
補
者
数
は
８
人

（
現
職
６
人
、
新
人
２
人
）
で
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
得

票
順
、
敬
称
略
）

問
合
せ
／
仙
北
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

（
43
）
１
１
５
０

投
開
票
結
果

田沢湖地区

33/

生
保
内
財
産
区
管
理
会
委
員
一
般
選
挙

得票数　氏名　　        年齢  住所　　　　    当落別

482.000   三浦 久　　   64   田沢湖潟　　   当選

451.000   荒木田 作榮   61   田沢湖生保内   当選

433.028   田口 竣吉　   59   田沢湖生保内   当選

408.971   田口 晶英　   62   田沢湖生保内   当選

386.000   難波 和夫　   73   田沢湖生保内   当選

238.000   田村 與志美   64   田沢湖刺巻　   当選

214.000   千葉 正登　   73   田沢湖生保内   当選

_47.000   梅田 時春　   76   田沢湖生保内   次点

西木地区

172/

　

２
月
22
日
か
ら
角
館
雛
め
ぐ
り
（
主
催
：

角
館
雛
め
ぐ
り
推
進
委
員
会　

堺
研
太
郎
委

員
長
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

角
館
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
享
保
雛

や
古
今
雛
な
ど
の
雛
人
形
が
町
内
各
所
に
展

示
さ
れ
、
多
く
の
人
が
町
内
を
歩
き
な
が
ら

雛
め
ぐ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
角
館
雛
め
ぐ
り
は
３
月
20
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
仙
北
市
商
工
会
角
館
本
所

　
　
　
　

（
54
）
２
３
０
４

町
内
各
所
に
お
雛
様

角館地区

222/

角
館
雛
め
ぐ
り

203/
～

▲仙北市商工会１階『かつらぎ』に展示してある今から
１００年以上前の古今雛

　

２
月
17
日
、
上
野
精
養
軒
（
東
京
都
）
で
、

西
木
町
出
身
の
首
都
圏
在
住
者
約
１
０
０
人

が
集
ま
り
、
第
25
回
紙
風
船
西
木
ふ
る
さ
と

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

西
木
ふ
る
さ
と
会
と
し
て
の
合
同
開
催
は

今
回
が
最
後
。
今
後
は
上
桧
木
内
・
桧
木
内
・

西
明
寺
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
出
身
者
で
構
成
さ

れ
る
３
つ
の
組
織
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

　

挨
拶
の
中
で
門
脇
市
長
は
、「
何
か
新
し

い
も
の
を
掴
む
に
は
、
そ
れ
ま
で
握
っ
て
い

た
も
の
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

が
あ
る
。
今
回
の
判
断
は
未
来
に
向
か
っ
て

の
行
動
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
」
と
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
し
た
。

▲首都圏に住む西木町出身の会員の皆さん

紙
風
船
西
木
ふ
る
さ
と
会
最
後
の
合
同
開
催

今
後
は
各
組
織
で
の
活
動
へ

中
生
保
内
で
「
雪
あ
そ
び
」
開
催

世
代
を
超
え
交
流
、冬
を
楽
し
む

▲雪の上ではきれいな花火も ▲そり遊びに大喜び

　

こ
の
度
、
震
災
支
援
で
交
流
の

あ
る
岩
手
県
山
田
町
か
ら
「
塩
保

管
ボ
ッ
ク
ス(

４
基)

」
の
購
入

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
震
災
復
興
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
株
式
会
社
タ
カ
ヤ

ナ
ギ
（
髙
柳
智
史
代
表
取
締
役
社

長
）
か
ら
昨
年
10
月
（
12
日
）
に

贈
呈
さ
れ
た
寄
附
金
で
山
田
町

が
購
入
し
た
も
の
。
山
田
町
の
仮

設
団
地
の
坂
道
や
階
段
に

設
置
さ
れ
、
地
域
内
の
更

な
る
安
全
確
保
に
役
立
ち

ま
す
。

塩
保
管
ボ
ッ
ク
ス
購
入

ご
厚
意
に
感
謝

仙北市

下旬2

▲ ２ 月 下 旬、
山田町に設置
された『塩保
管ボックス』

月

▼

田沢湖地区

西木地区

角館地区

地
域
の
話
題

仙北市の
できごとをお届け
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